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研究分野：寄生虫学 
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１．研究計画の概要 
 
 ジアルジア Giardia intestinalis (syn. G. 
duodenalis, G. lamblia)には、多様な種内多
型の存在が知られているが、その形成・維持
機構は不明である。本研究では、インドネシ
アの島々に孤立するジアルジアを材料とし
た遺伝子型解析によって、種内多型とその地
理的分布を明らかにするとともに、背景にあ
る多型形成のメカニズムを解明し、進化学的
アプローチによる感染症対策に貢献しうる
病原体進化の実例を提示することを目指す。 
 
２．研究の進捗状況 
 
 １）フィールドワークの実施状況：平成 20
年度から平成 22 年度までの 3 年間にインド
ネシアスンバ島において各 10 日〜2 週間の
フィールドワークを 3 回実施し、都市部およ
び農村部の小中学校の学童から計 1800 検体
の糞便サンプルおよび 1200 検体の尿サンプ
ルを収集した。その他、野鼠、水牛、イヌ、
ブタ、ウシ等のヒトの周辺に生息するほ乳類
からの計 500 検体も併せて収集し、顕微鏡お
よび帰国後の PCR によってジアルジアの感
染を確認した。 
 ２）データ解析と結果 各ジアルジアサン
プルには、GPS を用いた採取地情報の他、採
取状況及び家族歴がリンクしている。そこで、
遺伝子型の決定により、このような周辺情報
と遺伝子型の相関解析を実施した。興味深い
ことに、 採取されたジアルジアの種内多型
にはライフサイクルの隔離を疑わせるクラ
スター構造が認められたが、地理的な隔離と
は相関せず、むしろ宿主特異性との相関が示

唆された。一方、世界の他地域（日本、ネパ
ール、パレスチナ等）で採取されたジアルジ
アとの比較を同一手法で実施した場合でも、
インドネシアに分布するジアルジアの遺伝
子型に特異なクラスターの形成などは認め
られず、ジアルジアの多型形成における地理
的隔離の意義はやはり否定された。一方、サ
ンプル採取時に評価した下痢症状と遺伝子
型の相関は認められず、本原虫の病原性には、
免疫などの宿主要因がむしろ影響している
可能性がある。 
 また、尿サンプルを使用した分泌型抗ジア
ルジア IgA 抗体の評価では、年齢と共に上昇
し、成人では感染予防効果を示す抗体価の推
移が予想されたが、実際には年齢層での有意
差が検出されず、まん延地域での繰り返しの
感染による宿主防御反応の蓄積は認められ
なかった。 
 
３．現在までの達成度 
 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
フィールドサンプルおよび関連情報（GPS

情報等）の収集・解析については、問題なく、
サンプルの数量と質は当初の計画通りに進
行している。しかしながら、地理的隔離の痕
跡が存在しない、あるいは抗ジアルジア抗体
の年齢に応じた蓄積が認められないなど、予
想外のデータが明らかになっており、この点
は非常に興味深いものの、研究スケジュール
の予定外の変更を必要としている点、また、
寄生虫まん延地域では、幅広い寄生原虫の混
合感染や繰り返しの感染が常時起こってい
ることが明らかになり、1 種のみにフォーカ
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スした研究アプローチでは、総合的な寄生虫
まん延の実態を明らかにすることは困難と
考えられることから、おおむね順調とした。 
 
４．今後の研究の推進方策 
  
 対象原虫をジアルジアから、非病原性の原
虫を含めた幅広い腸管寄生原虫に広げ、他の
原虫の遺伝子型研究を専門とする研究分担
者を迎え、寄生虫まん延地域における寄生原
虫の遺伝子型分布の実態を総合的に解明す
ることを目指した新規計画に本計画の最終
年度前年度応募に申請し、新たな計画として
実施していくことになった。 
 本計画のこれまでのデータについては、イ
ンドネシアに分布するジアルジアの遺伝子
多型に関する論文として出版するため、デー
タのとりまとめおよび、最終的な事実確認を
最終年度のフィールドワークとして実施予
定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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